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新春賀詞交歓会を開催しました

建設キャリアアップシステムについて

建災防茨城県支部の 30 年度上半期講習日程
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賀詞交歓会の冒頭、岡部英男会長に代

わりあいさつに立った石津健光副会長

は「皆さま方のおかげで昨年は当協会の

前身である茨城県土木建築請負業組合が

結成されて節目の 100 年を迎えることが

できた」と感謝した上で、「これまでの

100 年という伝統を継承し、今後の 100

年を築いていくためには、従来の慣行を

打破し、時代の流れに適応していくこと

が求められている」と指摘。

続いて、「次代を担う若い世代の人材

確保に不可欠な働き方改革や、生産性

向上のための新技術の導入、人材育成

など、困難な課題に業界をあげて取り

組まなければならない」と団結を呼び

掛け、「引き続き会員企業の経営の安定

に寄与するとともに、若者から選ばれ

る『夢のある産業』として魅力を高め

られるよう、精一杯努力してまいる所

存」と決意を述べました。

その後、来賓各位がそれぞれ祝辞を

披露。来賓紹介後には、高橋靖水戸市

長の発声で出席者全員が乾杯し、本年

のさらなる飛躍を誓い合いました。

若者から選ばれる 夢のある産業へ
平成３０年新春賀詞交歓会を開催しました

本会は1月12日、（一財）茨城県建設技術管理センター、茨城県建設業協同組合と
ともに、平成 30 年新春賀詞交歓会を水戸市内の水戸京成ホテルで開催しました。来賓
や会員など約 250 人が出席し、働き方改革や生産性向上などが求められる時代の流れ
に適応し、若者から選ばれる夢のある産業として魅力を高められるよう、より一層の団
結を誓い合いました。

高橋水戸市長の音頭で乾杯し、本年の活躍を誓い合いました

議員や行政幹部、関係団体など約 250人が出席しました
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団結強めて地域社会に貢献

菊地 健太郎　副知事
引き続き広域交通ネットワークなどの

インフラ整備を進めます。建設業の皆
さま方が果たされる役割は、これまで以
上に重要なものになります。なお一層の
ご支援ご協力をお願い申し上げます。

ご来賓から祝辞を頂きました

菊池 敏行　県議会議長
活力ある郷土茨城の実現に向け、皆
さま方の果たす役割はますます重くな
ります。本年が明るく飛躍の年となる
ことを祈念申し上げます。

海野 透　県議会議員

常陸那珂港から大宮・大子を抜ける
県北の高規格道路の整備が実現してこ
そ、本当の意味での県土 60 分構想の
実現になります。皆さまのご協力をい
ただきながら、インフラ整備に立ち向
かっていきます。

田所 嘉徳　衆議院議員
地域の基盤整備や安全確保のため
に、皆さま方は大きな役割を果たして
いらっしゃいます。本年もさらに元気
に活躍し、地域の発展に貢献していた
だきたいと思います。

石川 昭政　衆議院議員
茨城国体や東京オリンピックなどの

建設需要の高まりに的確に対応すべく、
建設業界の皆さまと勉強しながら、国
政に頑張ってまいりたいと思います。

賀
詞
交
歓
会

参
加
者
の
声

（自由民主党県支部連合会会長代行）

◆ 災害はいつ起こるかわからないもの。防災・
減災対策がより一層進む年となることを期
待している（県北）
◆ 週休2日制が叫ばれているが、業者の力だけ
では限界がある。行政が指導し、より踏み込
んでもらいたい（県央）

◆ 民間投資が堅調なので本年も活発な動きを
期待したい。一方で、職人が東京に引っ張ら
れているので、何とか食い止めたい（県南）

◆ 圏央道の4車線化が決定し、地元は盛り上
がっている。業界の皆が一致結束して変化
の時代を乗り切りたい（県西）

◆ 東関道水戸線の開通が起爆剤となり、
インフラ整備が加速することを期待する
（鹿行）
 ◆ 業界は変革の時期に来ている。流れに乗っ
て一歩前へ踏み出す年にしたい（未来協）

変
化
の
時
代
到
来

結
束
し
乗
り
切
る

神田 裕　衆議院議員
本県の建設産業界の発展に貢献でき
るよう、諸先輩方のご指導をいただき
ながら、精一杯活動をしてまいる所存
です。

岡田 広　参議院議員
災害に強い国土づくりは非常に重要
な政策です。公共事業と一括りにする
のではなく、人間が生きるために大切
な防災・減災対策が必要だということ
を国民に訴えていきます。

上月 良祐　参議院議員
働き方改革や生産性向上は重要です
が、各企業にできることには限界があ
ります。皆さま方にリスクが及ばない
よう、しっかり行政を叱咤激励してま
いります。

佐藤 信秋　参議院議員
公共事業の量を確保し、働く人の賃
金を上げて若者や女性が入ってこれる
ような建設産業にすることが発注者の
役割です。チーム茨城の一員として、
山積する課題に対応してまいります。

足立 敏之　参議院議員
建設産業の再生のためには、質の確
保と量の確保が必要です。各施策の着
実な遂行や予算確保に努めます。
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県民の安全・安心な暮らしを守る

尾曽 正人　水戸支部長
災害発生時にいち早く対応し、県民
の安全・安心な暮らしを守る地方建設
業者の社会的使命は年々高まってい
る。若者が希望を持ち、魅力ある業界
となるよう努めてまいりたい。

各支部の賀詞交歓会で支部長があいさつ

瀬谷 實　太田支部長
支部の皆さまと一緒になって考え、
担い手不足からの脱却を図りたい。
ICT 講習会なども開催していく。社会
資本整備に努め、社会貢献活動にも寄
与してまいる。

若年労働者の不足については、支部
としても講習会や勉強会を重ね、担い
手育成の一助になればと考えている。
今後も会員の皆さまのお役に立てる活
動を続けてまいりたい。

髙野 潔　常陸大宮支部長

大藤 博文　大子支部長
住民の安全安心を守るという我々の
使命を果たすため、受注量を確保する
とともに、無事故無災害で仕事をする
ことが大切。ことし 1年皆さんと力を
合わせて頑張っていきたい。

松山 恒男　高萩支部長
地域の守り手として安全・安心な暮
らしを確保するために、我々建設業界
が果たす役割は非常に重要であり、責
任感を持って貢献していかなければな
らない。

羽生 義隆　鉾田支部長
高速道路（東関東自動車道水戸線）
が通ることで、インフラ整備がさらに
加速することを期待する。今後も地域
社会貢献活動を実施し、安心安全で地
域に必要とされる建設業であるよう努
めてまいりたい。

石津 健光　潮来支部長
我々の業界も働き方をはじめ色々な
意味で改革しなければいけない時期に
入ってきた。今後とも研鑽を重ね、協
力し合いながら、地域の発展のために
頑張っていきたい。

細谷 武史　竜ヶ崎支部長
週休 2 日制の導入などの方策を取
らないと若い人材確保が難しい。支部
として有効な情報をタイムリーに発信
し、各企業の経営安定化を図る情報交
換ができる場にしていきたい。

佐々木 勇　土浦支部長
新しい茨城づくりに良質な社会資本
を提供して貢献してまいる。皆さまに
は地域経済と雇用を支え、安全で安心
なまちづくりに尽力し、社会貢献に積
極的に取り組まれることを期待する。

柴 勝　筑西支部長
県民の安全安心の確保や労働災害防
止に努め、幅広い分野で地域に貢献し
ていただけるようお願いしたい。信頼
される建設業界になるよう、全力で支
部運営に取り組んでいく。

中川原 勇　常総支部長
建設業には、担い手の確保と育成、
生産性の向上、災害時の迅速対応、イ
メージアップや地域貢献など課題が多
い。本年もご協力をお願いしたい。

新井 孝　境支部長
建設業は地域に安全安心を届けるの
が使命。業界には担い手不足や生産
性向上などの課題がある。ICT 施工の
研修会や BCP の講習などを積極的に
行っていきたい。
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本年春から建設キャリア
アップシステムの登録受け付
けが始まります。本会でも窓
口を設置し、皆さまからの受
け付けに対応していきます。
このシステムは、技能者一人

ひとりの就業実績や資格を登録
し、技能の公正な評価、工事の
品質向上、現場の効率化などに
つなげるシステムです。
登録された技能者には IC
カードが発行され、以降はそ
れを使って簡単に就業履歴を
蓄積できるようになります。
技能者の技能レベルが見える
ようになり、技能者を雇用す
る専門工事業者の評価と受注
確保、そして技能者自身の処
遇改善につながります。
技能者は、自分の資格や就
業履歴を証明できるため、働
く現場にかかわらず適正な評
価と処遇を受けられます。
一方、事業者は、技能者の
就業状況などを容易に確認で
きるほか、入退場に IC カー
ドを使うことにより、現場の
入場管理などの効率化が図れ
ます。
このように、技能者、事業者双方にメリットが
あるシステムになっており、より多くの方々の積
極的な登録が期待されています。
利用料は、技能者のインターネット申請が
2500 円、郵送、窓口申請が 3500 円（いずれも 10
年）。元請・下請事業者は、事業者登録料が資本

金に応じて 11 段階（5 年）、管理者 ID 利用料が
1ID 当たり 2400 円（1年）。
運営主体の（一財）建設業振興基金は、秋の運
用開始を目指し、概要を説明するためのA4サイ
ズの資料を作成しました。1月 15 日からホーム
ページ（http://www.kensetsu-kikin.or.jp/ccus/）
で PDF版を掲載しています。

平成30年秋運用開始！
春から登録受付スタート春から登録受付スタート建設キャリア

アップシステム
建設キャリア
アップシステム
建設キャリア
アップシステム
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月 日 曜 日 講  習  名 会   場 備  考

3 26 27 月 火 職長・安全衛生責任者 鹿島港湾福祉センター

4 3 4 火 水
小型移動式クレーンの運転 

鹿島港湾福祉センター （学科）

5 6 水 金 茨城県建設業協会潮来支部会館駐車場 （実技）5、6日のいずれか

10 11 火 水
玉掛け

鹿島ハイツスポーツプラザ2階 （学科）

12 13 木 金 鹿島ハイツスポーツプラザ駐車場（実技）12、13日のいずれか

16 17 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター

17 18 火 水
玉掛け

建荷協研修センター2階 （学科）

19 20 木 金 建荷協研修センター （実技）19、20日のいずれか

23 月 足場の特別教育（6時間） 建荷協研修センター2階

23 24 月 火 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

24 25 火 水
高所作業車の運転

建荷協研修センター2階 （学科）

26 27 木 金 建荷協研修センター （実技）26、27日のいずれか

5 1 　 火 　 車両系建設機械（整地・運搬・積込み用
及び掘削用）の運転

古河市商工会三和事務所  ○

2 　 水 　 古河市内  ○ （実技）

7 8 月 火
玉掛け

茨城県建設業協会筑西支部会館 （学科）

9 10 水 木 茨城県トラック協会県西地区研修会館駐車場 （実技）9、10日のいずれか

14 月 刈払機取扱作業者 建荷協研修センター2階

14 15 月 火 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

15 16 火 水
小型移動式クレーンの運転

建荷協研修センター2階 （学科）

17 18 木 金 建荷協研修センター （実技）17、18日のいずれか

21 22 月 火
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 建荷協研修センター

23 　 水 　

23 水 自由研削用といしの取替え等の業務 建荷協研修センター2階

24 　 木 　 小型車両系建設機械（整地・運搬・積込
み用及び掘削用）の運転

石下建設会館 （学科）

25 　 金 　 旧石下自動車学校 （実技）

28 29 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター

29 30 火 水
小型移動式クレーンの運転

石下建設会館 （学科）

31 6/1 木 金 旧石下自動車学校 （実技）  5/31、6/1 日のいずれか

6 5 6 火 水
玉掛け

古河市商工会三和事務所  ○（学科）

7 8 木 金 古河市商工会三和事務所駐車場  ○（実技）7、8日のいずれか

11 12 月 火 足場作業主任者 鹿島ハイツスポーツプラザ

12 13 火 水 職長・安全衛生責任者 つくば市商工会  ○

14 15 木 金 足場作業主任者 茨城県建設業協会高萩支部会館

18 月 酸素欠乏・硫化水素危険作業 建荷協研修センター

19 20 火 水
高所作業車の運転

建荷協研修センター （学科）

21 22 木 金 建荷協研修センター （実技）21、22日のいずれか

25 　 月 　 刈払機取扱作業者 石下建設会館

26 27 火 水
高所作業車の運転

鹿島港湾福祉センター （学科）

28 29 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）28、29日のいずれか

建設業労働災害防止協会茨城県支部
平成30年度開催予定表（上半期）
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月 日 曜 日 講  習  名 会   場 備  考

7 3 4 火 水
玉掛け（申込み受付先はつくば市商工会）

石下建設会館  ○（学科）

5 6 木 金 旧石下自動車学校  ○（実技）5、6日のいずれか

10 11 火 水
高所作業車の運転

牛久市商工会館  ○（学科）

12 13 木 金 牛久市内  ○（実技）12、13日のいずれか

17 18 火 水 足場作業主任者 古河市商工会三和事務所  ○ 

19 20 木 金 木造作業主任者 建荷協研修センター

23 24 月 火 職長・安全衛生責任者 茨城県建設業協会竜ヶ崎支部会館

25 26 水 木
小型車両系建設機械（整地・運搬・積込
み用及び掘削用）の運転

建荷協研修センター2階  （26日実技）

26 27 木 金 型枠作業主任者 建荷協研修センター

30 31 月 火 石綿作業主任者 建荷協研修センター

31 　 火 　 職長・安全衛生責任者能力向上 建荷協研修センター2階

8 1 2 水 木 建築鉄骨作業主任者 建荷協研修センター

3 　 金 　 刈払機取扱作業者 茨城県建設業協会筑西支部会館

6 7 月 火 足場作業主任者 牛久市商工会館  ○

8 　 水 　 のり面ロープ高所作業 建荷協研修センター

9 10 木 金 職長・安全衛生責任者 茨城県建設業協会筑西支部会館

22 　 水 　 現場管理者統括管理 建荷協研修センター

23 24 木 金 低圧電気取扱業務 建荷協研修センター

27 28 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター

9 4 　 火 　

高所作業車の運転

茨城県建設業協会筑西支部会館 （学科）

5 　 水 　 石下建設会館 （学科）

6 7 木 金 石下建設会館駐車場 （実技） 6、7日のいずれか

11 12 火 水 小型移動式クレーンの運転
（申込み受付先はつくば市商工会）

石下建設会館  ○（学科）

13 14 木 金 旧石下自動車学校  ○（実技）13、14日のいずれか

18 19 火 水
玉掛け                 

ひたちなか商工会議所会館  ○（学科）

20 21 木 金 建荷協研修センター  ○（実技）20、21日のいずれか

24 25 月 火 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

26 27 火 水
高所作業車の運転

鹿島港湾福祉センター （学科）

28 29 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）27、28日のいずれか

 注 : 実技を伴う技能講習の実技講習日は、申込先着順に指定します。

＊備考欄に「○」がある講習は、特定の団体から要請があり開催する講習会になりますので、

　　一般での受講を希望する方は予め受講残余の枠を確認して下さい。
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ちょっと一言

私の、孫が小学校 6 年・3 年の女の子で、地
元のスポーツ少年団バスケットチームに所属し
ております。長女は、2年生から始め、最初はつ
いて行けるかと思いましたが、週 2回の練習で 4
年目の今では、年長者でリーダーとしてチームを
纏めたり、後輩の面倒を見たりしており成長した
姿を見るとたくましくなったなと思います。
また、県北トレセンにも選ばれ、他市から選
抜された子供たちと仲良く一緒に頑張って練習
に励んでいる姿は素晴らしく見えます。
次女は、2年生で入部して 2年足らずで身長も
小柄ですが、次女なりにチームに溶け込みチー
ムのメンバーと一緒に頑張っております。 2 人の
孫がこのまま素直に成長してくれることを願う
今日この頃です。   　　　  （O）

筑西支部（柴勝支部長）は 1月 15 日、県筑西
土木事務所（渡辺功所長）とともに、初の ICT
施工現場見学会を開催しました。結城市の道路改
良工事（主要地方道筑西三和線）の現場で行われ、
約 50 人が参加しました。
担当者が ICT施工の概要を説明した後、ドロー
ンの実演やマシンコントロールシステムによる
ブルドーザーの敷均しを実施。
3次元起工測量で範囲や形状などを正確に把握
できる、丁張設置がいらず人員が削減できる、品
質が向上する、工期が短縮できる－などのメリッ
トについて学びました。

秋山中で建設体験学習秋山中で建設体験学習
未来協議会高萩・太田地区会

全国建設産業団体連合会（全国建産連）は 1月
16 日、都内の東海大学校友会館で平成 30 年理事
会・協議会合同会議を開催しました。
渡邉勇雄会長は「設立 30 周年を迎える記念す
べき年。活力ある建設産業の再興を実現する。各
企業は、経営基盤の強化と労務賃金の改定など、
労働環境整備を待ったなしで進めなければなら
ない」と力説しました。
来賓の佐藤信秋参議院議員と脇雅史相談役に
よるあいさつ後、国土交通省建設流通政策審議官
の青木由行氏が「今後の建設産業の課題」をテー
マに講演。
議事では、29 年度事業の中間報告、30 年度開
催予定の主要行事日程について協議しました。

本会建設未来協議会の高萩・太田地区会は昨年
12 月 13 日、高萩市立秋山中学校で建設体験学習
を行いました。
同校の 2 年生 62 人が重機操作（バックホウ 3
台）、測量機器を使っての測量、組み立てや塗装
などのベンチ製作を体験しました。重機を動かし
た生徒は「建設現場で見かけて以来興味を持って
いた重機を自分で動かすことができて楽しかっ
たです。今日はとても貴重な体験ができました」
と声を弾ませていました。

ＩＣＴ施工の
現場を見学
ＩＣＴ施工の
現場を見学

筑西支部
活動報告
筑西支部
活動報告

活力ある建設産業再興を活力ある建設産業再興を
全国建産連が合同会議

会員の動向
〈代表者変更〉

▽土浦支部
　篠﨑建設㈱　篠﨑　光江  →  篠﨑　久美子

－ 8 －

茨 建 協 ニ ュ ー ス第583号  平成30年2月15日


	P1 表紙
	P2 平成３０年新春賀詞交歓会を開催しました
	P3 ご来賓から祝辞を頂きました
	P4 各支部の賀詞交歓会で支部長があいさつ
	P5 建設キャリアアップシステムについて
	P6 建設業労働災害防止協会茨城県支部平成30 年度開催予定表（上半期）
	P7 P6の表の続き
	P8
	筑西支部活動報告
	全国建産連が合同会議
	秋山中で建設体験学習
	会員の動向
	ちょっと一言



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Distiller_5)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 96
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 96
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Distiller_5)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


